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将来を想像してついつい  

昔、お風呂の洗剤のテレビCMで、周りから指摘されたタレント（確か西田敏行さんだ

ったような）が、「今、やろうと思ったのに、言うんだもんな～！」と泣きそうで怒った感

じで言い返す場面があり、よく覚えています。 

ゲームやテレビ、携帯スマホなどについつい夢中になっているお子さんを見て、「やり過

ぎだから、もうやめなさい」と言いたくなることもあるでしょう。言ったとして、子供は

「うるさいなぁ」とか「今やめようと思っていたのに」と返してくる場面は、自身の経験も

含めてきっと珍しい話ではなく、このCMとかぶる感じがします。 

 

私もかつては何かと親に小言を言われて注意されたり、これに近い言葉で言い返したり、言ってみれば「反抗的な態

度」をとっていたことがありました。大人になった今だからこそ思えるのでしょうが、これは親としては当たり前のこ

と。常に子供の先、将来を気にして、「将来困るから」と見越して、「勉強しなさい」とついつい言ってしまう。子供は

やりたくなくても、渋々、嫌々、大人の言うことを聞くようにするけれども…。今もよくある光景かもしれません。 

大人はこれまで人生経験があるので、先を見通して、よかれと思って、

できるだけ子供の力をのばしたいという切なる思いと願いをもちます

が、子供にとっては将来の見通しはもちにくく、実感もしにくいことで

しょう。でも何度も同じ事を言う、言われる歴史は繰り返されます。 

 

ある本で、「やる気は無理に伸ばせばリバウンドする」だから、やる

気が出る自然な環境づくりに成功すれば、自然とやる気はわき出てくる

性質をもっている」と書かれていました。やる気を生む、無理のないバ

ランスのとれた関わりは理想ですが、子供によって受け止めは様々で

す。特効薬も魔法も魔法の言葉もありませんが、少なくとも日頃から子

供の様子を気にかけ、子供の頑張りを認め、ダメなものはダメと妥協し

ないで正面から向き合うことから始まることなのかも知れません。 
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通いがい、通わせがいある学校、今日もおもしろかったなぁ 

～ 学校教育目標 ～ 

○ よく考え、意欲的に学ぶ子 

○ 命を大切にし、たくましくやりぬく子 

○ 豊かな心を持ち、協力し合う子 

○ 勤労の大切さを知り、すすんで働く子 

写真上左 修学旅行1日目。自主研修後の札幌テレビ塔前での記念撮影から。札幌テレビ塔キャラ
クター「テレビ父さん」とHTBキャラクター「onちゃん（おんちゃん）」も駆けつけてくれました。 

写真上 9 月 4 日付十勝毎日新聞から。花壇コンクール最

優秀賞。畠山さんが代表して受賞。おめでとうございます。 



６年生フルメンバー34名で行ってきました

修学 
旅行 

令和７年度 帯広小学校修学旅行日程 

＜１日目＞学校発（貸切バス７：１５）  

→ 札幌市青少年科学館 → グループ別自主研修

（白い恋人パーク、円山動物園、オリンピックミュ

ージアム、北海道神宮、サンピアザ水族館、赤れん

が庁舎、北海道大学） → 札幌テレビ塔  

→ ガトーキングダム札幌（泊） 

 

＜２日目＞ホテル発 → 札幌市民防災センター 

→ 札幌芸術の森（サンドブラスター体験学習）  

→ 帯広小学校着（１８：３０）着 

 

第24回十勝フットサル連盟会長杯 
ジュニアフットサル大会 若葉中央FC B 優勝 

3年本宮 匡さん、松田蓮成さん、平田駿介さん、目黒圭太良さん 
チームワークと個人技の高さで見事優勝！  

目指せ未来のJリーガー！ 

日本習字教育財団 
全国たなばた競書大会 

銀賞 2年 橘  茉寿さん 

銅賞 2年 小杉 百望さん 

しっかりとした筆遣いがいい！ 

令和 7年 9月 3日

付 十勝毎日新聞

より。ウェブ版に

も写真が多数掲載

されています。 

おまけ ↑ 

全市（東地区小中学校）教職員レク 

Aチーム優勝 

みんな仲良く運動も頑張る先生方も 

帯広小学校のきらきらさんです 

修学旅行の意義は、学校生活に秩序と変化を与え、学校生活の充実と発展につなが

る体験的な活動を進める中、宿泊など平素と異なる環境の中で見聞を広め、自然文化

に親しみ、集団生活のあり方や公衆道徳について実践的に学ぶことです。ですから物

見遊山や観光旅行、買い物旅行に終わらせない配慮も必要になるものです。 

   本校の修学旅行も、担当教諭を中心に慎重に日程を組み、段取りを整え、事前準

備としての事前学習等も念入りに進め、当日の実施となりました。 

また、自然災害や事故、急病等、最悪の状況も想定しながら危機管理に努めて参り

ました。幸い大きな事故もなく、子供たち全34名は疲れた様子の中でも、満足そう

な笑顔でかえってきてくれたことが、何よりもうれしいことでした。保護者の皆さん

におかれましても、持ち物をはじめ、お子さんの健康管理など様々なご配慮、ご協力 

いただきありがとうございます。帰宅後のお子さんからは、ホテル「我

が家」でどんなお土産話を聞くことができたのでしょうか。  

この後、子供たちは自主研修を中心としたまとめの学習を進めま

す。こちらもどうぞご期待ください。 


